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都道府県番号 ４２

都道府県名 長崎県

（① ②∨ ③ ）

※該当する観点にチェックをすること

Ⅰ．学校の概要（平成１４年４月現在 実施計画書から転載可）

小浜町立小浜小学校

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 教員数特殊学級

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １３ １９

344児童数 ４９ ４９ ６３ ６６ ５２ ６４ １

Ⅱ．実践研究の概要

１．主題（テーマ）

・主題（テーマ）

基礎的基本的学力の向上・定着を図る授業の実現

～個に応じた指導方法・体制の工夫と繰り返し学習の充実を通して～

・テーマ設定の趣旨

新学習指導要領においては，完全学校週五日制の下，個に応じた指導

の充実に努めることにより，基礎・基本を確実に定着し，それを基に，

自ら学び自ら考える力など，２１世紀に通用する「生きる力」の育成を

めざしている。

このような新学習指導要領のねらいとする児童生徒の「確かな学力」

のため，個に応じた指導方法・指導体制の工夫改善等，児童一人一人の

実態に応じたきめ細かな指導の一層の充実を図るための実践研究をして

いく必要がある。

そういう中で，学校現場をはじめ，保護者や地域社会の間でも「学力

低下」を懸念する声は日毎に高まり，今後それにどう対応していくかが

大きな課題である。しかし，現実問題として，全国学力テスト（国語・

算数…昨年度１２月全学年実施）や日々の学習の中で実施されるテスト

結果等を見ると，当該学年あるいは前学年までの学習内容が十分に身に

付いていないという実態が明らかになっている。子どもたちの今後のた

めにも，確かな基礎学力を身に付けさせることは，私たちの大きな責務

である。

以上のことから上記の研究主題を設定し，研究を深めていく必要があ

ると考えた。

Ⅲ．実践研究の内容について

（ⅰ）研究体制の工夫
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（研究テーマ，実践方法等の共通理解等，配慮した点など）

○個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫

・習熟度別少人数による学習

・高学年における「教科担任制 （国語科・算数科）の導入」

・授業形態の組み合わせによる「個に応じた学習」の取組

（ⅱ）実践研究の内容

①３年生算数［少人数指導」

．レディネステスト実施a
．等質少人数コース（３つ）に編制（同カリキュラムを同速度で）b
．単元の終盤に習熟度別少人数コース（３つ）を児童が選択c

（コース別のカリキュラム実施）

．単元終了時に全員同じテストを実施d
．習熟の度合いにより再度個別指導実施e

②４年生算数［少人数指導］

．レディネステスト実施a
．習熟度別少人数コース（３つ）を児童と保護者相談の上選択b

（コース別のカリキュラム実施）

※単元によっては，等質少人数コースを実施

．単元終了時に全員同じテストを実施c
．習熟の度合いにより再度個別指導実施d

③５・６年生国語［教科担任制］

現在のところ学年内での実施にとどまっているが，教材研究にかける

時間が比較的とれるようになった。

また，学級担任が教科担任として２つのクラスの指導にあたるので，

児童把握を多面的にできる利点もある。

④５年生算数［少人数指導・教科担任制］

．レディネステスト実施a
．単元の内容や児童の実態に合わせ 「一斉指導 「ＴＴ指導 「習熟b ， 」 」

度別少人数指導」を組み合わせて実施

．単元終了時に全員同じテストを実施c
．習熟の度合いにより再度個別指導実施d

⑤６年生算数［少人数指導・教科担任制］

．レディネステスト実施a
．習熟度別少人数コース（２つ）を児童が選択b
．単元終了時に全員同じテストを実施c
．習熟の度合いにより再度個別指導実施d

（ⅲ）成果と課題

○成果

・今年度中心に取り組んだ算数科の学力テストの全校・全領域平均点

が，昨年度同時期実施分に比べ，得点率が１．２８ポイント上昇し

た。
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・算数科の中でも 「百マス計算」や「系統テスト（四則計算 」など， ）

日常的に取り組んでいる「数と計算領域」では３．４２ポイント上

昇，今年度系統テストを作成し，きめ細かな指導を行った「図形領

域」は１５．６３ポイント上昇した。

○課題

・算数科の中で，今年度特別な取組を行わなかった他領域の学力向上

のための方策。

・国語科においては，顕著な上昇は見られなかったので，教材開発や

領域等を絞っての取組が課題。

（ⅳ）成果の普及方策

・平成１４年度研究集録の管内全小中学校への配布。

・平成１４年度管内秋季教頭研修会にて，取組発表。

・平成１４年度長崎県教育課程研究協議会全体会にて，本校の取組に

ついての発表。

・近隣諸校への資料提供。

・学校のホームページによる取組内容の公開予定。

・授業公開の開催予定。


